
広報 にっこう ２

市
民
意
識
調
査
の
実
施
理
由

調
査
対
象
と
回
答
状
況

調
査
結
果
の
概
要

の
増
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。

興
外
国
人
と
の
交
流
に
つ
い
て

焔
積
極
的
に
交
流
し
た
い
…
　
％
１５

焔
現
状
よ
り
は
も
う
少
し
交
流
し
た
い
…

　
％
４３

焔
あ
ま
り
交
流
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
…

　
％
２２

焔
交
流
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
…
　
％
１６

　
外
国
人
と
の
交
流
に
消
極
的
な
日
本
人

は
全
体
の
４
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

消
極
的
に
な
る
理
由
と
し
て
は
、「
言
葉

が
通
じ
な
い
」
と
「
必
要
性
を
感
じ
な

い
」
の
２
つ
が
高
い
割
合
を
示
し
ま
し
た
。

〜
外
国
人
へ
の
質
問
〜

興
日
本
人
と
の
交
流
に
つ
い
て

焔
日
本
人
と
一
緒
に
地
域
活
動
を
し
て
、

積
極
的
に
交
流
し
た
い
…
　
・
３
％

１８

焔
お
互
い
の
文
化
や
言
葉
を
教
え
あ
う
活

動
を
し
た
い
…
　
・
７
％

１２

焔
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
く
ら
い
、

親
し
く
付
き
合
い
た
い
…
　
・
３
％

１８

焔
家
族
と
一
緒
に
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

気
軽
に
参
加
し
た
い
…
　
・
７
％

１２

焔
顔
と
名
前
が
わ
か
っ
て
い
て
、
あ
い
さ

つ
す
る
く
ら
い
で
よ
い
…
　
・
１
％

１５

焔
あ
ま
り
交
流
し
た
く
な
い
…
　
％
２.４

　
日
本
人
と
の
交
流
に
消
極
的
な
外
国
人

は
２
割
以
下
で
し
た
。

興
自
由
記
述
‐
国
際
観
光
文
化
都
市
と
し

　
て
重
要
な
こ
と

　
多
く
の
方
が
意
見
を
記
入
し
て
い
て
、

日
光
市
の
国
際
化
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）。

焔
観
光
客
を
大
事
に
す
る
こ
と
。

焔
良
い
思
い
出
が
あ
る
と
、
ま
た
来
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
る
。

焔
言
葉
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
手
振

り
、
メ
モ
で
絵
を
書
い
た
り
す
れ
ば
、

心
か
ら
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

焔
一
回
見
れ
ば
も
う
来
な
い
と
思
う
の
は

大
き
な
間
違
い
。
秋
が
き
れ
い
な
ら
春

は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
冬
と
か
夏
は
。

興
味
深
く
な
れ
ば
ま
た
来
る
。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際
化化化化化化化化化化化
に
関
す
る
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く
わ
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く
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光
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９
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こ
の
調
査
は
、
市
が
今
年
度
に
策
定
を

予
定
し
て
い
る
「
国
際
化
基
本
計
画
」
の

基
礎
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
の
結
果
を
基
に
計
画
の
策
定
を

目
指
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
　
月
か
ら
　
月
に
か
け
て
、

２３

１０

１２

宇
都
宮
大
学
の
協
力
を
得
て
、
日
光
市
に

暮
ら
す
日
本
人
と
外
国
人
を
対
象
に
、

「
日
光
市
の
国
際
化
」
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
対
象
者
は
、
平
成
　
年
　
月
１
日

２３

１０

現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
　
歳
以

１８

上
の
方
で
す
。
日
本
人
は
今
市
・
日
光
・

藤
原
・
足
尾
・
栗
山
の
各
地
域
の
人
口
規

模
や
年
齢
構
成
、
性
別
に
偏
り
が
出
な
い

よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
　
名
を
抽
出
、
外

６１２

国
人
は
外
国
人
登
録
者
全
員（
　
名
）に
、

５８８

日
本
人
向
け
・
外
国
人
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト

を
、
そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
日
本
人
　
名
、
外
国
人
　

２２８

１２６

名
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た（
日
本
人
回

収
率
　
・
２
%
、
外
国
人
回
収
率
　
・
４

３７

２１

%
）。
ま
た
、
回
答
者
の
性
別
に
つ
い
て

は
、
日
本
人
は
男
性
と
女
性
が
ほ
ぼ
同
数
、

外
国
人
は
回
答
者
の
約
８
割
が
女
性
で
し

た
。

〜
日
本
人
へ
の
質
問
〜

興
外
国
人
住
民
と
外
国
人
観
光
客
に
対
す

　
る
意
識
に
つ
い
て

焔
外
国
人
住
民
も
観
光
客
も
今
よ
り
増
え

て
ほ
し
い
…
　
・
９
％

４３

焔
外
国
人
住
民
に
は
現
状
よ
り
増
え
て
ほ

し
い
が
、
観
光
客
は
現
状
程
度
で
よ
い

…
　
％
０.８

焔
外
国
人
住
民
は
現
状
程
度
で
よ
い
が
、

観
光
客
は
現
状
よ
り
増
え
て
ほ
し
い
…

　
・
６
％

３４
焔
外
国
人
住
民
も
観
光
客
も
現
状
程
度
で

よ
い
…
　
・
４
％

１１

　
４
割
を
超
え
る
人
が
「
外
国
人
観
光

客
」
だ
け
で
は
な
く
、「
外
国
人
住
民
」
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つ
い
てててててててててててててててててててててててててて
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
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報
告
し
ままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
ま
す

ふ
る
さ
と
日
光
応
援
寄
附
金
と
は

　
平
成
　
年
度
に
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
日

２０

光
応
援
寄
附
金
は
、
日
光
市
を
「
ふ
る
さ

と
」
と
し
て
応
援
し
よ
う
と
す
る
個
人
や

法
人
、
そ
の
他
の
団
体
か
ら
寄
附
金
を
募

り
、
そ
れ
を
財
源
と
し
て
各
種
事
業
を
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
支
援
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
　
件
、

５８

１
６
、０
２
６
、６
３
８
円
と
な
り
ま
し
た

（
平
成
　
年
３
月
末
現
在
）。
ま
た
、
平
成

２４

　
年
度
は
　
件
、
５
、５
５
７
、１
３
９
円

２３

１６

で
し
た（
下
表
参
照
）。

寄
附
金
の
使
い
道

　
ふ
る
さ
と
日
光
応
援
寄
附
金
は
、
寄
附

者
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の
使
い
道
を
次
の
事

業
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て

市
は
、
寄
附
者
の
希
望
に
基
づ
き
、
寄
附

を
受
け
た
次
年
度
以
降
に
、
寄
附
金
を
活

用
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
世
界
に
誇
る
貴
重
な
文
化
財
そ
の
他
の

文
化
的
資
産
の
保
護
又
は
活
用
に
関
す

る
事
業

②
多
様
な
自
然
そ
の
他
の
環
境
の
保
護
及

び
保
全
又
は
賢
明
な
利
用
に
関
す
る
事

業
③
観
光
の
振
興
及
び
発
展
に
関
す
る
事
業

④
日
光
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、

未
来
に
向
か
っ
て
夢
と
希
望
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
施
策
に
関
す
る
事
業

⑤
特
に
指
定
す
る
事
業

⑥
市
長
に
お
ま
か
せ
す
る
事
業

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
入
で
き
ま
す

　
こ
れ
ま
で
寄
附
金
の
納
入
は
、
納
付
書

と
口
座
振
込
、
現
金
書
留
の
３
つ
の
方
法

だ
け
で
し
た
。
６
月
か
ら
は
新
た
に
、
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
外
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
「
Ｙ
ａ
ｈ

ｏ
ｏ
外
　
公
金
支
払
い
」
ペ
ー
ジ
内
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
Ｍ
ａ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　Ｃ
ａ
ｒ
ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
、
Ａ
ｍ

ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
　Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
、
ダ

イ
ナ
ー
ス
）を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す（
寄
附
金
額

が
５
、０
０
０
円
以
上
の
場
合
に
限
る
）。

あ
な
た
の
思
い
が
日
光
市
の
力

あ
な
た
の
思
い
が
日
光
市
の
力
にに
外外

平成２３年度　ふるさと日光応援寄附金の状況

平成２４年度活用金額活用事業活用年度
寄附金額
（合計）

寄附件数活用希望事業

０円　　　　
（平成２５年度の事業から活用事
業を選定し充当する予定）

未定平成２５年度５０，０００円１件
①世界に誇る貴重な文化財
その他の文化的資産の保
護又は活用に関する事業

１０５，０００円　　　　
（寄附金残金は、平成２５年度の
事業から活用事業を選定し充当
する予定）

日光ＥＶ・ＰＨＶ
のまち推進事業

平成２４年度２，４７８，０５０円２件
③観光の振興及び発展に関
する事業

１，４３０，０００円　　　　
（寄附金との差額１，０００，０００円
は、平成２３年度に未活用だった
２２年度寄附金を充当）

青少年リーダー養成
事業

平成２４年度４３０，０００円４件

④日光市の将来を担う子ど
も達が、未来に向かって
夢と希望を持つことがで
きる施策に関する事業

⑤特に指定する事業

３５０，０００円　　　　
不妊症対策支援事
業費

平成２４年度３５０，０００円２件
Ⅰ産婦人科・小児科に関
する医療の充実

２，１００，０００円　　　　
住宅用太陽光発電
整備導入支援事業

平成２４年度２，１００，０００円２件
Ⅱ新エネルギーに関する
事業

７０，０００円　　　　
世界遺産登録準備
事業

平成２４年度７０，０００円１件
Ⅲ足尾地域の観光の振興
及び発展に関する事業

未定未定未定７９，０８９円４件⑥市長におまかせする事業

４，０５５，０００円　　　　　――５，５５７，１３９円１６件合　計

※平成２３年度は「②多様な自然その他の環境の保護及び保全又は賢明な利用に関する事業」への活用を希望する寄附はあ
りませんでした。
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